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晩成社の渡辺力ネ とアイヌの人び と
一昭和9年 の小学校講演を中心に一

TheAinuandWatanabeKaneofBanseisya

-InConnectionwithherSpeechatanElementarySchoolin1934一

広瀬 龍太※
RyutaHIRosE

は じ め 一
」

本稿 の 目的は,晩 成社 のいわ ゆる 「三幹部」(依 田勉三,渡 辺勝,鈴 木銃太郎)と もっとも深 いつ

なが りのある女性,つ ま り勝の妻であ り銃太郎の妹にあたる渡辺カネ(旧 姓鈴木 カネ,1859/安 政6-

1945/昭 和20)(注1)が,昭 和9年3月19日 に帯広尋常小学校(以 下,帯 広 小学校 と記す)で お こなっ

た講演の筆録 を紹介す ると同時に,そ の筆録 にあ らわれた彼女 とアイヌの人び ととの関係 を考察す る

点 にある。

晩成社 は拓聖 ・農聖 とも呼ばれ る依 田勉三 に代表 され る傾 向がきわめて強 いが(注2),高 倉新一郎氏

の指摘 のように 「女 によって,も しくは女 の助 けをか りて こそ,真 の開拓史が掘 り出され る」(注3)と

すれば,カ ネにつ いての調査 ・研究は今後 さらに進 め られな ければな らないで あろう(注4)。

カネの講演 の筆録は平成12年 に死去 した筆者 の父広瀬龍一・(以 下,広 瀬 と記す)(渕 の遺 した書類

のなかに保管 されていた。広瀬 は当時帯広 小学校 に勤務 し,後 年 「帯広市史」 の編纂等郷土史 の研究

に携 わった棚瀬善一氏等 とともに同小の尋常6年 女子 クラスの担任 を して いた。講演 の記録 は原稿用

紙10枚 に広瀬の 自筆で記 されて いる。

講演 の内容は広 瀬 自身が 冒頭で述べているように,「 筆記」 とい う制約がある以上,「 渡辺老刀 自の

お話で あるとは正 しくは言へな い」 のは当然で ある。カネの講演要 旨や微妙な言い回 しが紙面 に正確

に伝 わっていないおそれ も十分 に考 え られる。 しか し,「 其 のまま埋 もれ去 るの も惜 しい」 ため記録

に残 されたが,と りわ け開拓初期 におけるカネ とアイヌの人び との関係を述べ た部分は ,い ま考察 に

あた いする と思われ る。

カネは生前郷土史家や満蒙開拓 の推進者,戦 中 ・戦後 の本道開拓の関係者な ど異分野か らの多数 の

人び との訪問 をうけ,生 き証人 としての聞 き取 りや講演 に応 じて いたが(注6),そ の記録は筆者 の知 る

か ぎ りあ ま り多 くはな い。本格的な聞 き取 りと しては,わ ずか に 「注4」(「 付説2」)に 記載 した若

林功氏の 「農業開拓秘録」 のみではなかろ うか(若 林氏 の聞き取 りは昭和12年8月22日 に行われて

いる)。

明治23年 にオベ リベ リの渡辺家 の開拓 小屋 を突如訪れ て3泊 させ て もらったイギ リス人 ラン ドー

は,渡 辺勝 ・カネ夫妻の印象記 を真 情 にあふれ た興味深 い筆致 で書 いて いるが,そ のなかで夫妻 が

「最初 のうち こそ原住 民 との問 にいざ こざ もあった が,今 で は皆 に敬愛 され」て いる と記 して いる
(注7)・ちなみ に 「放浪記」で一躍有名 にな った林芙美子 も昭和9年 にカネ宅 を訪 問 しているが,そ の

後 の旺盛な文筆活動 のなかでカネにつ いては一言 も触れ ていな い(注8)。

カネ 自身は 自分 の体験 を記録 にの こす ことはなかったようである。 彼女 の孫 の渡辺洪(1927-1997)

氏 によれば,「 カネ 自身の手紙は武平,ソ イ ノ(筆 者注,洪 氏の両親)や 吾々孫宛の もの数十通あ り
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広瀬 龍太 晩成社の渡辺カネ とアイヌの人び と一昭和9年 の小学校講演 を中心に一

ますが手記 らしいものは少な く自身の事 についてのものは殆 ど見 当たってお りません」(注9)と記 してい

る。

昭和9年 という早い時期 にお こなわれた この講演 の記録 を紹介 し考察す るまえに,講 演会 の開かれ

た背景をみてお こう。

1.講 演 の背景

講…演 のお こなわれた前年の昭和8年4月1日 に,帯 広町 には北海道7番 目の市制が布かれた。明治

16年 の晩成社入地 を開基の元年 とす れば,開 基50年 にあたる年である。そ して講演 のお こなわれた

翌9年 は,帯 広小学校の創立40年 にあた り,7月 には記念式および記念事業が計画されて いた。

帯広小学校は十勝国では海岸部 の茂寄村広尾 小,大 津村大津小(両 校 とも明治14年 創立)に 次 ぐ

3番 目,内 陸部では十勝最初の小学校 として明治28年 に創立,翌29年7月15日 に児童数38人 で開

校 した。 「北海道殖民状況報文 十勝国」は帯広小学校の開校 を記述 した あと,十 勝国の教育状況 を

次のよ うに報告 して いる(注'o)。

「……爾後移民 ノ増加二従 ヒ数所二小学校 ノ設ケ アルニ至 リシモ土地 ノ広大ナルニ比ス レハ学校 ノ

数 尚甚タ少ナクシテ未 タ普 ク児童ヲ就学セ シムル能ハス明治三十一年末 ノ調査ニ ヨレハ学齢 児童二対

スル就学児童 ノ数ハ百分 ノニ十二余 二過キス之 レヲ本道諸 国の就学児童 ノ割合二比ス レハ実二最低下

にあ り・…・・」

しか し 「報文」 に記 され た杞憂 は解決 されてい く。 わず か50年 た らず の開拓 のあいだに,十 勝 の

教育界 も,旧 土 人学校 の問題をは らんではいたが,充 実発展 してい った。開校40周 年 を迎 えた昭和

9年 に,帯 広小学校は37学 級,2,500名 の児童数 をi擁す る大規模校 とな り,文 字 どお り十勝教育界の

中心校 となって いた。

市制施行 ・開基50年 ・開校40周 年 を背景に,学 校が十勝開拓の先覚者 の体験 を児童に語 り継がせ

た い機会を もったのは容易 に推測 できる。晩成社 の3幹 部 はみな大正末期 に他界 している。 この時点

で実体験 をもつ主な生存者は依 田勉三 の妻 リク(明 治27年 に勉三 と離婚。勉三 の危篤 に際 し大正13

年11月 に来道,30年 振 りに勉三 と対面。勉三 は翌年死去)と 渡辺 カネ の二人だけであった・郷土史

家の萩原実氏は講演 の開催年 と同 じ昭和9年 の10月 にリクか ら 「追憶談」を聞き書き して いるが(注ll),

それは伊豆でお こなわれた と推測 される。講演者 として,帯 広在住で晩成社 と運命を ともにしたカネ

ほどの適任者は ほか にいなか った。カネは リクの3歳 年長 の76歳 であ ったが,講 演の要請 を快諾 し

た のではなかろうか。カネは教育者 と しての一面を もって いたか らである。帯広小学校の百周年記念

誌 には下記のよ うに記 されている(注12)。

「晩成社 の夜学塾 は帯広 教育 の源流 であ り,そ の教授の渡 辺カネは教育者 として,開 拓 者,主 婦 と

しても,十 勝の原野に咲 いた一輪の花であった」

カネは晩成社の一行 に数 ヶ月遅れ,明 治16年10月17日 に父 の鈴木親長 と勉三 の弟依 田文三 郎 と

ともにオベ リベ リに到着 した。そ して,横 浜港 を出航 してか ら一月ほ どの長旅の旅装を とくと2週 間

もた たぬ うちに,私 塾(寺 子屋)を 開 いて いる。 「渡辺勝 ・カネ 日記」 には下記のよ うな記録が簡潔

に記 されている(注13)。

「二十 九 日 月 晴風 木挽 今 タ ヨリ金造(註 ・金蔵)広 吉(註 ・山田)ア イ ラ ンケ(註 ・前 出

のウヱ ンク トレの養子,コ サ ンケア ンの義弟)等 来 書 ヲ学ブ 兼教授ス」

文 中の 「兼」 とはカネ の ことで あ り,金 蔵は14歳,山 田広吉は17歳,ア イ ランケは11歳 のアイ

ヌの少年で,こ の後 生徒数は増えて いくが,後 に帯広町議 にな った金蔵(山 本金蔵)は,「 本道農家

及び子弟 に簡易農業教育」 を授 けることを目的 として明治19年 の内閣書記官金子堅太郎の提言 によ
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帯広百年記念館紀要 第22号2004

って設立 され た札 幌農 業学校 の農芸伝習科 に合格 しているが(圧14),カ

ネは この教え子 の活 躍 を若 林功氏 をまえ に喜び を もって回想 して い

る。 この青年 の送 ったわず か3粒 の豆が,や がて十勝 に普及 し今 日の

長鶉(う ず ら)豆 とな っている(醐 。カ ネには横 浜時代 に教育者 とし

ての経験が あ り,こ れが帯広で の教育活動 にも役立 った。カネは福沢

諭吉の娘や姪 も入学 した 日本で もっとも古 い名門の女子寄宿学校 であ

る共 立女学校 を卒業 したあ とも,同 校 にの こり舎監兼助教師 としての

経験 をもって いた。

さ らに,カ ネ には帯広小学校 との古 い関係が あった。同校 の開校 に

際 して,長 女 のイヅ ミ(泉)と 次 女ナ カ(仲)は 同校 に編入 学(入

学)し ている。 兄の鈴木 銃太郎 の子息勇 一 も同校で学び,明 治31年

4月 には渡辺泉等5名 が第1回 卒業 生 として 同校 を巣立っている(注16)。

講演依頼にたい して,カ ネは胸 にひとしおの感慨 を もって のぞんだ

のではなかろ うか。講演はカネに とって 自己の体験 の真髄 を児童 に語

る言わば 「最後 の授業」 であった。

彼女は十勝 の子供 たちに何 を語 った のか。そ して講演 か ら70年 を

経た今 日,そ れはわれ われ に何か を問いかけているか,そ れが次 節以

降の課題であ る。

2.講 演の記録

筆録者の広瀬 は表紙 に 「昭和十年七 月 帯広昔話」 と表題 をつ けた

あと,自 分 が記録 をの こすにいたった動機 を簡 潔に記 して いる。その

あ と,講 演 者の渡辺カネ を紹介 した村瀬岩男校長(注'7)の話 とカネ 自身
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広瀬 龍太 晩成社 の渡辺カネ とアイヌの人びと一昭和9年 の小学校講演を中心 に一

の講演が続 く構 成 となって いる。掲載 した文は原文の まま としたが,現 在あ まり使用 されて いない文

字 にはル ビを振 り,文 末の(附 記)に ついては(注18)で説明 した。なお,本 文 には愛奴 ・土人 ・酋長等

の差別語があるが,原 文 のまま記載 した ことをお断 りしてお く。

昭和十年七月 帯広昔話

此の昔話は昭和九年三月十九日に帯廣市帯廣尋常小学校で卒業を前に控えた尋六児童約四百人のた
おうな と じ

めに,市 内オベリベリ在住の七十七 嬬 渡邊カネ刀自を招じて帯廣開拓当時の昔話をして貰った時の

筆記である。筆記したる当座は別にあとに残さうと思ったものではなかったので勢ひ要項丈けを手帳

に書いたから渡邊老刀自のお話であるとは正しくは言へないほどのものであるが,其 のま＼埋もれ去

るのも惜しい故出来る丈けお話の筆記 らしく再現させたい。尚當 日紹介者として前座をつとめた村瀬

校長の話は老刀 自を理解するためには恰好のもの故先づその筆記か ら初める事にしょう。

昭和十年七月六日,十 勝毎日紙に連載せ し続物終 りし日 廣瀬龍一識

其の一 村瀬校長のお話

渡辺カネさんは安政六年の四月十四日に江戸の屋敷で生まれた。父は鈴木親長という信州の武家で

あるが維新の際蹄農したのである。カネさんは横濱で開校されたミッションスクール,今 の共立高女

に入学したのであるが此の女學校の経営者であった米国婦人の献身的な愛に感激して生長の後に事を
つ うべん

なすべきを誓った。同校を卒業の後通辮や舎監をしてゐた。

丁度此の頃は北海道開拓の気運が猛然起きた時代であって,明 治十四年伊豆の豪家依田氏は北海道

視察の途に上 り明治十六年開拓團体である晩成社を學げて十勝に移住する事になったが一・行の中には

鈴木親長氏も加入してゐた。此の時カネは二四五歳であったが父親長氏は 「あ＼お前が男であったな

らなあ」 と嘆息を漏した。女史は此の時堅い決心を抱いて進んで一行に投ぜんとし晩成社の一員たる

渡辺勝氏に嫁 した。社の三幹部の一人は夫であり一一人は兄鈴木銃太郎氏である。

横濱を繍 してから函館を経て大津に着きオベリベリに入地 した濃 禦 とては何もな く飢餓が迫

り藁緯ウバユリその他のものをたべた。はじめは農業に専念してゐたが蛙害があってからは畜産に主

力を注 いだ。 しか し之 とて も鹿角 をあさる人が野火 をつけて しまったので此 のため に悲惨 な結果 を招

来 し,帰 郷せ ん との志 を抱 く者が多 く出た。

「かね さん,も う見切 をつ けようで はないか。 どうせ死 ぬな ら内地 の皆 のゐる所 で死 なねば浮 かば

れぬ」 と言 う。
いってい じ

「蹄りたければ帰 りなさい」と言はれても衆は目に一一丁字無き故女史な くんば蹄れない。この蹄心

矢の如き社員に対して女史は言ふのであった。

「私は父に約束 して居 ります。もし皆さんが米がたべ られぬから郷里に帰りたいといふのであるな

らば此慮で米が出来る様にしませう。芝居が見たければ芝居が見えるようにしたらよいではありませ

んか濃 家がたくさん入れば市働 ミ出来ます町が出来ます,さ うしたら芝居/握 腱 つ様になる璽

う。」斯う言って之のお婆さんは若い免塑で内地人の然 も入ってゐない帯広の地で木を倒 し草擁

いで 田畑 を開き今 日の立派な帯広の市 をつ くる基礎 をつ くって下 さったのであ ります・

其の二 渡辺力ネ刀自のお話

私共が初めて此処へ参 りました時の晩成社は二歳から六十歳近い者が三十二人あつまったのであり

まして,之 が十勝へ三回位にわかれて参 りました。はじめてこちらに参る時,

「よい土地があるのに惜 しい」と申します と
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「あ一あの蝦夷の事か。日本の北のはつれに寒いいやな國があるんだな」と一般人は言ったもので

あります。此の北海道へ依田勉三さんは五十余年前に来道 したのであります。依田さんは伊豆の大金

持大地主であったのでありますが,晩 成社をつくるために東京名古屋辺にも遊説いたしました。 自分

の村の人にも説きました。

「若旦那さんぢゃあ連れて行って ください」と言う希望者をもってつ くり上げた晩成社はいよいよ

十勝へ入 りました。最初二個年分の食糧を用意 して参 りましたが來て見れば何 もとれない。 「旦那さ

んはうそを言った」と言って皆が不平を申します。

大津へは丸木舟で下 りますけれども冬は利別から下流は凍るか ら船が利きません。勢ひ食糧が不足
ざ こ

しまして御飯の代 りに雑魚をたべました。おかずに魚をたべるのはよいけれ共御飯の代 りにたべるの

は仲々つろう御座います。
いなご

之に加へて 蛙 がひどく湧いて害を與えたのであります。萬物の霊長たる人間が虫にまけてはたま

らないと言って幼虫を取って殺 したり卵を集めて焼きますけれども仲々そんな事では亡びません。 こ

れが明治十七,十 八,十 九年の事でありまして,明 治十九年には廣尾原野に参 りましたが其の九月に
りん う こうちゅう

はひどい森雨が降 り蛙 虫 が飛べません,之 の長雨のために全滅 したのであります。人事を蓋 して天

命を待つと言ふ言葉がありますな,あ の蛙虫の死滅した時はつくづく之の格言を思ひあたったのであ

ります。

鹿の角の事を申し上げますと,當 時の十勝は何百年間といふものは春芽が出て秋に枯れたのが年々

腐ってつもって行ったものでありますが,此 の中に鹿の角が落ちてゐたのであります。私共の入りま

した当時は此の鹿の角がガサガサ落ちて居 りまして之を拾ひあつめ大津へ丸木舟で送 りました。之は

骨粉にしたとか申すことでありました。しかし実物の鹿はそんなにゐたのではなく川へ水を飲みに来

たのを見た位でありました。
アイ ヌ

狐やムジナは居 りました。商人はよく狐の皮を責って呉れと申したものでありますが,私 共は愛奴

から聞いたおとしで獲りました。はじめは獲った狐の皮を只着てゐたものでありますが後には一枚三

十五銭四十銭で責 りました。手拭一・本 と取 りかえた事 もあ りました,狐 の皮で顔は洗えませんか ら

ね。鮭は中學校の湧水へは入 りましたが水光園の枝川へは入りませんでした。山本と言ふ爺さんは鮭
せき

が跳ねてパンパタンといふ音がやかましくて寝 られないと言ふので堰をつくりましたが鮭はそれを跳

ね越 したものであります。これは十一月十二月にはポッチャリとなり河原に澤山さらされてゐたので
つつ

すが,鷹 よりも少し大きい鷲が十羽から二十羽位も群れて来て啄いたものであります。当時は馬車が
そ り

ありませんので手細工の小さい権に乗せて家に運び之のポッチャリを豚にやったものであります。尤
ゆ

も肉のよい部分は茄でて軒先にさらし塩をつけてたべたものであります。乾いたのを薪の様にして積
か

んでおきま した。夜狐が来てそれ をが りが り謁ち りま した。
ほうしゅ

あ る時狐 の尾 に宝珠の玉のあるのを見た事があ ります。家 の前 にある夜の こと五六匹の狐が参 りま

して其の中の一・匹はちゃん と番 を して居 ります,し か も其 の番狐の尾がピン と尾 を立て ＼尾には昔か

らの話の通 りに宝珠の玉があるのです。あれを獲 りたい と思 って夫を起 しま した。夫は鉄 砲を持 って

戸外に出て狐 を狙撃 しま したが狐は倒れ ました。それ と同時 に宝珠の玉はな くな って しまった,こ れ'

こそ本 当の玉な しです。 いろいろ考えた末,尾 を撫で あげ ると玉ができるのだがそれが月の光 に照 ら
かがや

されて耀 くのだとわかりました。

當時のオベリベリはアイヌの都でありまして大分アイヌの戸敷 もありました。飢餓の時札幌県へ願

って農業を教へましたけれど生活出来ぬ者は音更伏古毛根等へ移 りました。當時のアイヌは和人を嫌

って居 りまして,和 人を無礼な奴猛獣の様な者だと思って居 りました。土人の戸藪は三十戸足 らずあ
おて な

ったのでしたが十勝総乙名はオベリベリにありました。アイヌは我々晩成社の者が入地 したのを見て
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「今這の掠奪者は掠奪すると立去ったか らまだよかったが今度のは土着 したのでよけい恐ろしい」と
さす が

言 ってオベ リベ リを逃出 して しまった。それで も酋長一一人丈 けは流石に弱味を見せ まいと思 ったので

せ うか,た った一一戸丈け立留ったので あ ります。

晩成社 の幹 部三人は手土産 を持 って酋長宅 を訪ね さうして アイ ヌ と和人の相互扶助 を約束 しまし

た。総乙名は同族 を呼集めた と見 えて何処か らかアイ ヌが 出て来 ました。 これで和人 とアイヌとは仲

が好 くな りや っとアイヌか ら人間として認め られま した。

社員が一・度雪融 けにゴ ミを焼 いたのが延焼 しまして野火 にな りました。 アイ ヌは

「さあ大攣 ,や っぱ り駄 目だ」

と言って又オベ リベ リを逃げ出 しま した。今度 は酋長 も和人 の心中 を疑 ひま した。それで又依 田鈴木

渡辺の三幹部は連立 って酋長宅 に詫 に行 き,「 十三 にな る子供が火 いち りを して失火 した のだか ら許

して貰いたい」 と言ふ と,酋 長 は

「アイヌは火 を非常 に大切 にす る。 どうぞ和人 もアイヌの様 に火 を大事 に して呉れ」

と言ひ ました。 アイ ヌが和人を見 る事大体此の通 りで,若 し子供が悪戯 をす る と

「シャモにや って仕舞 うそ。あんな馬鹿 になった らどうす る」 と言った もので した。

一終一

もののふ

(附記)こ のお話がおは った時,別 室 で女史父上鈴木親長 氏作 の 「武夫の弓矢 とる手 をけが さじと」

の短歌 を書いて貰った。(注18)

3.渡 辺カネ とアイヌの人び と 一講演記録か ら読み取れる こと一

講演記録 の前半は開拓史 とりわけ十勝 のそれ に関心 をもつ人 にとってはすべて周知の事実である。

すなわ ち,晩 成社の耕夫 の募集 ・入地以後の彼 らの失望 と不平,そ れ にともな う一・部離散 ・乏しい食

糧事情 ・入植直後の蜆害 と森雨 による壊滅的被害等 の記載である。 さ らに,原 野の動物たちすなわち

鹿皮 ・狐 とム ジナ ・鮭 とホ ッチャ リ ・狐の宝珠 の話 もわれわれ には馴染みの話で ある(注19)。

小論の考察対象は,後 段の 「當時 のオベ リベ リはアイヌの都であ りま して……」以下である。該 当

部分は800字 にも満たないが,そ の内容は前後を若干入れ替 えると下記のよ うにまとめ られる。

(1)「 当時 のオベ リベ リはアイ ヌの都」で,戸 数は三十戸 た らず,十 勝総 乙名 はオベ リベ リに居住 し

て いた。

(2)当 時のアイヌは和人 を嫌 い 「無礼な奴猛獣の様な者」 とみな し,悪 戯 をする子供 に 「シャモにや

って仕舞 うそ」 と言 った りした。

(3)ア イヌは晩成社 の入植 ・定住 にたい して,従 来 の言 わば 一過性 の略奪者以上 に,「 土着 したので

よけい恐ろ しい」 とみな し,オ ベ リベ リを逃 げ出 し身 を隠す者 もいたが,「 酋長一人丈 け」は とど

まった。

(4)三 幹部 は手土産 をもって長老宅 を訪ね,相 互扶助 を約束 したため,隠 れて いたアイヌは姿 を現 し

た。 これで,和 人は 「アイヌか ら人間 として認め られ」た。

(5)そ の後 の失火 によ り,ア イ ヌの晩成社 にたいす る感情 は再悪 化 したが,三 幹部 が再 度詫びた結

果,「 和人 もアイ ヌの様 に火 を大事 に して呉れ」 と言われ た。

(6)飢 饅の ときにアイ ヌに 「農業を教え」 たが,「 生活出来 ぬ者」 は他の土地へ移住 した。

以上の諸点は,現 在,日 時の特定な ど仔細な点 を除 くとおおむね史料や文献の語 る ところと一・致す

る。 たとえば,(1)と(3)の 長老モチ ャロクの動 向,(3)と(4)の 長老 と晩成社 の話 し合い,そ れ にともなっ

て逃げ 出したアイヌの帰還,(5)の 失火,(6)の アイ ヌの危機的生活 状況(主 として天災や乱獲 による鹿
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の減少や鮭漁禁止等 によ る)と 旧土 人開墾事務所 による勧農策等である。 小論で は,こ れ らの個 々の

史実 の実証ではな くて,カ ネのアイ ヌ観 に焦点 をあててみたい。

上記の(6)を除 くと,(1)か ら(5)までの視点 の中心はアイ ヌにおかれている。そ こにはアイヌの和 人観

とアイ ヌが主導権 をもった小宇宙が断片的 に述べ られて いる。 アイ ヌの都で あるオベ リベ リの世界,

闊入 者の和 人がアイ ヌの下位 におかれ た世界で ある。 それは きわめて短 い期間 ではあ った にせ よ,

「差別」 という人間 の上下関係 を示す言葉 を使 えば ,ア イ ヌが シャモ を差別 して いた期 間,力 関係 に

お いて前者が後者 に優越 して いた期間で ある(注20)。カネは児童 を対象 とした講i演のなかで あえて この

時代 について語 った。

カネがアイ ヌモ シリへの侵入 に罪意識 をもっていたか否か,ア イヌに深 い敬意 をもっていたかそれ

とも蔑視 して いたか…… これ らにつ いて明確 に断を下す ことはできない。二者択一・を問 う設 問自体が

不適切か もしれない。 しか し,カ ネがアイヌの人び とをどのよ うに見て いたか については,あ る程度

アプローチできる と思われ る。

カネのアイヌ観の形成 の背景 には次の3点 が あげ られる。 それ は何 よ りもまず,(a)松 前藩や明治政

府 ・開拓使,悪 徳 商人 とは別の大地 に生きた開拓者の生活体験か らうまれたアイヌ観で ある 。それは

アイ ヌの人び とか ら生活の知恵の伝授 を受 けては じめて死線 を越 えることのできた開拓者 の体験の結

晶である・ ここか ら開拓者のアイヌへ の恩義 と親アイヌ観,さ らにアイヌの人び ととの 「共生」観 に

昇華 される可能性が うみだ される。 このことは民衆史 の側面か ら検証 されえよ う。た とえば ,旭 川 の

開拓農家 に うまれ幼児期 にアイヌの古老 に可愛 が られ,後 年常 呂遺 跡の発掘 に貢献 した大西信武氏

は,「 シ ャモは どんな人で も多かれす くなかれ,ア イヌのお世話 にな りなが ら開拓 をすすめ ることが

できたのだ った。 いまアイヌはだんだん シャモ化 し,シ ャモはアイヌの恩 を忘れて しまっている。 と

もに まことに残念な ことであ る」(注21)と回想 して いる。 明治16年5月 にオベ リベ リに入植 した晩成社

27人 の一▲員である山田セイ氏(入 植時27歳)も 孫や曾孫に語 る昔話 の結び は常 にアイヌへの感謝の

ことば であった。 「お まえが大 き くなって暮 らしに余裕 がつけば ,困 っているアイヌ民族 に恩 返 しを

す るんだ よ」 と再三語 り,曾 孫 のひ と りはそ の遺訓 を実現 している(注22)。カネ のアイ ヌを見 る眼も大

西や山田 と同 じ座標 に位置 し,そ れが児童への メッセ ージとな ったのではなかろうか。

次いで,(b)横 浜時代 に外国人宣教師か ら教え られたキ リス ト教 を礎 としたカネ の人生観ない し世界

観が考え られよ う 。司馬遼太郎氏は 「松前藩の場所請負制が アイヌ を搾取 しぬ いて いる現状 を憤 り,

アイヌの境涯 に対 しではげ しい同情 をもった」松浦武四郎 を 「キ リス ト教 によらざる人類愛 の人」(注23)

とみな して いる・ これにたい して ,カ ネの場合 は 「キ リス ト教に根 ざ した人類愛」 に立脚 して いた と

言 えよう。若林功氏の開拓生活 に関する聞き取 りの一節 を下記 に引用す る(注24)。

「著者(若 林)は 最後 に(開 拓生活 で)『 宗教の力はあ りませ ぬか』 とき くと

『八割迄 は宗教 の力です・神様 の御加護 です。別 に集会な どは しませ んで したが,日 曜 日毎 に僅 な

時間 を作 りバイ ブル の研究 をしま した』 と謹厳な態度 で答 え られた。」

カネはキ リス ト教の教えを内に秘 めなが ら移住 し,そ の信仰は終生変わ る ことがなかった。父親長

と兄銃太郎の棄教 にた いして,カ ネはキ リス ト教信仰 を守 り,葬 儀 も昭和20年 に帯広の 日本基督教

会で行われて いる・開拓 生活 を内面か ら支 えた 「宗教の力」 はカネのアイ ヌ観の形成に も無関係であ

ったはずはな い。

横浜共立女学校 時代 に,カ ネ 自身差別 の問題 に直面 したに違 いな い。明治4年 にアメ リカ人の女性

宣教師たち によって創立 された この学校 は,幕 末か ら明治 にか けて外国人 と日本女性 のあいだ に生れ

た混血児の救済 をひとつの 目的 としていた。カネは明治8年 の入学以来(9年 以降 は寄宿舎生活)7

年間 この学校 に在籍 ・勤務 し,「 アイ ノコ,ア イ ノコ」 と差別 されて いた混血児 と接触す る機会が多
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く,一 方では恩師ルイーズ ・H・ ピア ソン校長 の差 別を完全 に否定 し,す べての生徒を平等 に愛す る

熱烈 なキ リス ト教教育 を肌 で体験 した。 一・方,「 異人館」 に住 み,明 治6年 のキ リス ト教禁止 の高札

撤廃 の三年後 に受洗 した カネ 自身 にも,世 間か ら白眼視ない し差別 の眼がむけ られ る ことがあったで

あろう。 この横浜時代 にカネに 「新 しい精神 の誕 生」 が うまれたのである(注25)。そ して この精神 が開

拓 生活 を一・貫 して継承 され,彼 女のアイヌ観 の形成 にも寄与 した。

さ らに,(c)カ ネの実 兄や夫 の影…響 も考 慮される必要があ る。カネの実兄鈴木銃太郎は明治19年5

月8日 に長老 モチ ャロクの娘 コカ トア ンと結婚 し,長 男勇一 をは じめ とす る子供たち にめ ぐまれた。

つま り,カ ネ の甥 と姪である。銃太郎は 「この妻 に"常 磐"と い う名をつ けて人 に会 えば"わ が輩の

女房は常磐御前"だ と冗談 ま じりで語 っていた」(注26)という。小室吉助氏 は 「銃太郎はアイヌ人の仲間

に同化 した とさえお もわれるので ある。貞節な常磐夫 人を妻 に迎え られ生涯苦楽 を共 にされた」(注27)と

述べている。

銃太郎 よ りもさ らに強 い影響 力をもったのは夫 の渡 辺勝であろ う。 「渡 辺勝 ・カネ 日記」 のなかに

はアイヌの人び ととの交流が随所に記載 されて いる。勝の率 いた海上隊の一行 が帯広 に到着 した明治

16年5月14日 の翌 日に,晩 成社の三幹部は 「オテナ(筆 者注 長老 のモチ ャロク)ノ 家 ヲ借 リ社事

ヲ議」 している。 この 日以来,明 治16年 に限って も,小 屋掛 け ・親睦 の会 ・カモイ ノミ等 がアイヌ

との問でお こなわれ,「 初メテ鮭魚 ヲ貰 味極 メテ美ナ リ」 とか 「アイ ランケ(筆 者注 アイヌの少

年の名)同 伴ブ ドウ採ル」の記事 も散見 され る。 この 日記の編註 をお こな った小林正雄氏 によれば,

勝 と 「アイヌたちとの間柄は,終 始 して きわめて緊密」で あ り,ア イヌの飢饅 に際 しては援助 の手 を

さしのべ る一方,渡 辺家 に出入 りす るアイ ヌにたい して 「指導者 として一段上か ら臨 むので はな く・

対等 の友人知 己 として接触」 し,「 自然 な態度で アイ ヌたち と親 しみ,こ とさ ら勤 めた り構 えた りし

ない点が勝の特性 であったか もしれない。そ の故 に彼は,ニ シバ(親 方)と 呼ば れは したが・アイヌ

に君臨して利 をむさぼ る型 の親方 にはな らなか った」(注28)と述べている。幼少時よ り父か ら 「三従の教

え」 をくりかえ し説いて聞か されて育 ったカネは,夫 の勝 の影響 を受 けなか ったはず はない(注29)。カ

ネの内か らうまれた親 アイ ヌ観 は,夫 の影響 によって さ らに強靭 なものに補強 され た。 明治21年9

月,北 海道庁 の殖民地撰定主任 の内田瀞 が訪ねて来た とき,当 時29歳 のア ッ トゥシ姿 のカネは アイ

ヌの老婆 に間違 え られ,1歳 に満 たない次女は 「髭の士人には喜 んで抱かれて もシャモ の内 田さんは

異 人かの様 に怖 れて抱 かれなかった」 とい う逸話 もの こって いる(注30)。この逸話のなか に,カ ネー家

も銃太郎一一家 に似てアイ ヌ との共生 に近い生活 をお くっていた ことを窺 うことができる。

渡辺洪氏 の証言 によれば,渡 辺一一家の農牧の作業 は開拓 当初アイヌの人び とに負 うところが大 きか

った し,後 年 の然別 時代 には渡辺 家では 「メイ」 とい うアイヌ の少女 を住 み込みで手伝 い として雇

い,「 吾が子 同様 に可愛が り」 同家か ら嫁 にだ している。 カネは 「アイ ヌの風習 ・信 仰は理解 し,尊

重 して いた」 し,「 アイ ヌの踊 りやカムイ ノミに参加 した ことはある筈」,そ して 「アイ ヌ語は相当に

話せ た」 と証言 している。昭和初年,唇 のまわ りにイ レズ ミを した近所 の少女が川魚 を売 りにきた と

き,カ ネが アイ ヌ語で応対 した ら,少 女は 『私,ア イ ヌ語は良 く判 らないんです』 ともじも じして い

た」 とい う逸話 も伝え られている。 アイ ヌ民族 への差別 の有無 について,洪 氏は 「これは難 しい質 問

ですが,少 な くとも蔑視 ・酷使は しなか った。只貧 しく無 力な人たちなので哀れみ の眼はあった と思

う。 また 開拓 のためには得難 い味方 と考えて いた」(マ マ)と 証言 してい る(注31)。カネに とって,ア イ
となりびと

ヌの人び とは良き 隣 人で あった と言えよ う。
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結 び に か え て

以 上,三 つの視角か ら,カ ネ のアイヌ観 の形成 につ いて考えてみた。 もとよ り,カ ネ自身 「時代の

子」 である。洪氏の証言が正 しければ,「 貧 しく無 力な人たちに哀れ みの眼 をもち得難 い味方」《傍点

筆 者》 とみな した側 面 はあろ う。昭和11年 の陸軍特 別大演 習 に先 立つ天皇 の道 内行幸 で,カ ネは

「女乍 らも特別奉拝を差許 され」,そ の後3幹 部 の墓前で奉告祭 を営み 「暫 し追憶の涙 にかき くれ」て

いる(注32)。昭和13年 前後 には,加 藤完治 をは じめ 「満蒙開拓青少年義勇軍」関係者のあいつ ぐ来訪 に

たい して も協力を惜 しまず,朔 北の地 の開拓体験 を語った ことであろ う。 「熱烈な天皇制的農 本主義

者」で ある加藤完 治は,多 数の青少年を 「鍬 の戦士」の名において満州 の荒野 にお くり多 くの犠牲者

をだ した最 高責任 者である(注33)。しか し,こ れ らの ことを考 えて も,渡 辺 カネは北海道 の開拓期 にキ

リス ト教 を内 に秘 め,ア イ ヌの人び ととの共生 を実践 しなが ら,農 に生 きた女性 であった。帯広小学

校 の児童 をまえに して語 ったカネの講演 にはその一端がのぞ いて いると言えよ う。児童たちが どのよ

うな感想 をもったかは知 るよ しもないが,開 拓者の苦労 と同時 に開拓 当初の和 人 とアイ ヌの人び との

共生が存在 した時代 に認識 を新たに した児童 もいたのではなか ろうか。 この記録 が 「其 のまま埋 もれ

去 るの も惜 しい」 と記録 にの こした筆録者 の広 瀬 も,同 じ認識 の うえにた って いたのではなか ろう

か。

前世紀末 ころか ら,世 界各地で少数 ・先住民族 の 自立運動の昂揚や連帯 のうごきがは じま り,先 住

民族 への感謝 の気持ちを想起 した いという動き もある。 アイヌの人び とと和人 の不幸な歴史 的関係 を

考 えた とき,そ して今 なお この問題が解 決 されて いな い現在,今 か ら70年 前 に十勝の児童たち に語

りか けた渡辺カネの講演 は私たち に貴重な示唆 をなげかけているのではなかろ うか(注31)。

(追記)小 論を書 くにあたって,「凛として生きる」の著者加藤重女史 と函館工業高等専門学校の中

村和之教授にお世話になった。加藤女史からは貴重な資料を借用し,元 同僚の中村教授からは

多くのご教示をえた。末文なが ら記して,感 謝申しあげます。 しかし,文 責は言うまでもな く

すべて筆者にある。

(注1)小 林 正雄 氏 によ れば 「名 前 の 『カネ』 は戸 籍 面 の もの,共 立 女学 校 の卒 業証 書 は 『可弥』 にな って い る。 ほ

か に 『かね 』 『金』 『兼』 『於 兼』 『兼子』 な どの文 字 を用 いた」 とあ る(「 渡 辺勝 ・カ ネ 日記」(p .69)帯 広市 社
会教 育叢 書 第7巻 昭 和36年)。 「北海 道 開拓功 労 者 関係 資料 集録 」(以 下 「開拓功 労 者集 録」 と略記)下 巻

(北海 道総務 部行 政資 料室 編集 昭 和47年 ・P .172)に よれば,「 旧姓 一鈴木,本 名 一カネ 」,「音更 町史」(昭 和

55年 。p.54)に よれば,「 本 人 は 〈カ ネ〉 と して い るが,戸 籍 では 〈力子 〉」 とあ る。本稿 で は 「カネ」 と記す 。

(注2)拙 稿末 尾 の 「付 説1」 参 照。

(注3)高 倉新 一郎 「開拓 と女性」(「郷 土 と開拓 」柏 葉書 房昭 和22年 ,p.102-103)。 高倉 氏 は このなか で,勉 三 の妻
リク とカネ につ いて も言及 して い る。 なお,こ の著 作 の文献 解 題 につ いては,「高 倉新 一郎 著作集 」 第4巻p .533参照)

。 開拓 のなか で女性 の 果た した役 割 につ いて は,若 林功 「北 方農 業 に輝 く女性」(「北海道 開拓 秘録 」第 三

篇 《月寒学 院 昭和24年 》 所 収)も 参照 。

(注4)「 付説2」 参 照。

(注5)行 論 の必要 上,広 瀬 龍一 の略 歴 を記 してお く。 明治40年 岐阜県 揖 斐郡 北方村 に生れ
,大 正6年3月 家族 ととも

に芽 室村 大 字 美生 村 字上 伏 古別 に入植 ,帯 広 尋常 小 学校 高 等科 を卒業 した あ と15歳 で 代用 教 員 に採 用 され

る。 そ の後 札幌 師範 学校 に進学 し,卒 業 後芽 室 尋常 小学 校 に勤務 ,そ の後広 島 高等 師範 に進 み,昭 和8年 卒 業

後再 び 帯広 小 学 校 に勤 務。 昭和11年 以 降,道 内 各地 の 学校 に勤務 し,昭 和43年 函館 北 高 校長 を最後 に退 職。
平成12年 死去 ・開道 百 年 に際 し,道 民の うた のホー ム ソ ング の部 で 「むか しの むか し」 の作詞 が入 選

。 後述 するよ うに
,歌 詞 の一 節の着 想 は カネ の講演 によ って い る。 学校 関 係 の記 念誌 等 の編集 にたず さわ った ほか

,短歌 関係 の 自費 出版多 数
。 その なか で,「 蝦 夷 詩歌 巡礼」(釧 路米 内印 刷 昭和28年)で 晩成 社関 係者 の詩 歌 をテ
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広瀬 龍太 晩成社 の渡辺カネ とアイヌの人びと一昭和9年 の小学校講演を中心 に一

一マ とした 『晩成社 耕余 吟』 の項 で
,カ ネ の講演 に言及 して い る。 また帯広 小学 校 の 「創 立四十 年記 念録 」(昭

和9年)で は沿 革史 を担 当す る と同時 に渡 辺カ ネ宅 の訪 問記(昭 和9年6月24日 訪 問)で あ るr晩 成社 時代 の

教育』 を載 せ てい る。

(注6)渡 辺洪(1927-1997)氏 は,昭 和8年 ころか ら20年 にいた る まで,カ ネ が受 領 した訪 問者 の名 刺 の リス トを

作成 して いるが(未 公刊),そ の数 は60枚 を越 え る。 筆 者は 加藤 重女 史 の ご好意 によ り,洪 氏が 女史 にあて た

資料 を見せ て頂 く ことがで きた。 この資料 を以 下 「渡辺 家資料 」 と記す 。

(注7)A.S.ラ ン ドー 前掲 書(原 著p.58,訳 書p.87)。 越 崎宗 一 氏 は 「外 人 の見 た えぞ 地 」(北 海 道 出版 企画 セ ン

タ ー 昭 和51年)のrあ とがき』 のなか で,外 人 の旅行 記が しば しば皮 相 ・誤解 ・思 い違 いにお ち い りが ちな

ことが あるが,「 反 面 日本 人の我 々が 慣れ っ こにな りうっか り気 附かず にい る ことを外 人か ら鋭 く突か れてハ ッ

と気 のつ く こと もあ る ものだ」 と述 べ て いる。 ラン ドーは 自著 は アイ ヌが 主題 で あるが ゆ え 日本 人 には必要 最

小 限 しか触 れ な い と記 して いるが(原 著p.206,訳 書p.270),勝 ・カネ 夫妻 にはお お くの スペ ース を使 っ て い

る。 そ の一 節 を引用す る。 「私 の人 生 において,渡 辺夫 妻 ほ ど文 明的 で親 切で,思 慮 深 く寛大 な 人々 に出合 った

こ とがな い。 あ えて い えば,文 明 は未 開 人 を悪 に導 き,未 開 の生活 は文 明 人 を善 に導 くので は な いだ ろ うか」

(戸田祐 子訳,訳 書p.94,原 書p.65)

(注8)林 芙美 子 は昭和9年 の北海 道旅 行 を機 に 「摩 周湖 紀行 」(昭 和9年 に執 筆 し,創 元 社 の単行 本 『心境 と風格』

に所収)と 小説 「帯広 まで」(昭 和10年 「文 芸春 秋」7月 号が 初 出)を 発表 して い る。前者 は 「世 界紀行 全集 」

第 一巻 北 口本 篇(修 道 社昭 和33年),後 者 は 「北海道 文 学全 集」12巻 で読 む ことがで き る。 芙 美子 は前 者 のな

かで,釧 路で 会 った 近江 じん(啄 木 の愛 人で あ った 小奴)や 地元 の 考古 学者 や歌 人 等 の名 を記載 し,近 江 との

写真 は後 年彼 女 の文 学 アル バム に も掲載 されて い るが,カ ネ につ いて は いっ さい記 述 がな い。芙 美 子 とカ ネの

記念 写真 は渡 辺洪 氏宅 に保 存 されて い る。 記述 が な い ことにつ いて,「 ひ らけ ゆ く大 地」 で は 「カネが あ ま りに

も立 派す ぎて,(芙 美子)の 興味 をひか なか った のか も知れ な い」(p.170)と 述 べ,加 藤 重女 史 は 「カネ の話は

開 拓 の苦 しみや 困難 だ け で,芙 美 子 を刺 激す るよ うな ロマ ンが な か った た めで あ ろ う」(p.87)と 推測 して い

る。 いず れ に せ よ,二 人 の あ いだ には 世代 の違 い(芙 美子30歳,カ ネ75歳)以 上 に,出 自や 人 生 観 ・倫 理

観 ・宗 教観 等 の違 いが あった ので あ ろう。

(注9)渡 辺 家 資料(平 成6年2月7日 付洪 氏 の書簡)に よ る。

(注10)「 北海道 殖 民状況 報文 十 勝国 」(『河野 常吉著 作集 』 北海道 出版 企画 セ ンタ ー 昭和59年)pp.62-63

(注11)萩 原実 編 「北 海道 晩成社 十 勝 開発史 」(高 山印刷 合 資会社 昭和12年pp.6-8)。 なお 同 じ文 は 同氏 の 「十

勝 開拓 史話」(道 南歴 史研 究協 議会 昭 和39年pp.5-7)に も再録 され て いる。

(注12)

(注13)

(注14)

「開 校百 周年記 念誌 大樹抱 雲」(帯 広市 立帯広 小 学校 平成8年)p.22

「渡 辺 勝 ・カネ 日記」(帯 広 市社 会 教育 叢書 第 七巻 昭和36年)p.20

農芸伝 習科 につ いては,若 林 功 「農業 開拓 秘録」 第2篇p.326-332

(注15)若 林 功 「農業 開拓 秘録 」第1篇p.164

(注16)「 帯広市 史」(昭 和59年)p.716

村瀬 岩 男氏(1897-1973)は 金耕 太郎 校長 の 後任 で帯 広 小学 校 の九 代 目校長 。 同校 に14年 間勤 めた 後,昭 和(注17)

28年 か ら12年 間 帯広 市 教育 長 の任 にあ った。 明治34年 に岐 阜県 揖 斐郡 よ り河 西郡 売 買村(現 帯広 市 川西 町)

に入植 した 開拓農 家 の 出身 で,カ ネ と同 じくキ リス ト教 信者 で もある。 帯広 小学 校 の 「開校 百周 年記 念誌 」 の

第 一部 第 二編 「人物 ク ローズ ア ップ」 では,「 帯広 小 の三癬」(癬 は 帯広 ・十 勝 を象徴 す る落葉 喬木 ・か しわ)と

呼ば れ る金耕 太郎 ・村 瀬岩 男 ・小室 吉助 の3氏 におお くのペ ー ジ をさいて い る。

カ ネの 父で,信 州 上 田藩 の藩 学 校 の総裁 まで した鈴 木親 長 の短 歌 は 「武 夫 の 弓矢 とる手 を けが さ じ と(注18)

ひ ら く田畑 に そ そ ぐ村 雨」 で あ る。 広瀬 の 「蝦 夷詩 歌巡 礼」 によれ ば,講 演 が 終わ って か ら広 瀬が 「お 話 の

中 にあ った歌 を書 いて いた だき た い と頼 ん 蔦 老 刀 自は 短冊 を とり上げ,さ らさ ら と書 き あげ たの は次 の道

で あ る」 と記述 され,「 七十 七嬬 渡 辺 カ ネ書」 と署 名 され た短 冊 の写 真 が掲 載 され て い る(小 論p.3の 写 真 参

照)。 な お,広 瀬 は この短冊 を後 年帯 広市 立図 書館 に寄 贈 した と伝 え られ る・ この短 歌 は 「武士 の面 目を立 つ る

為 に朔 北 の地 を開 くのだ が,貧 乏 で百 女生とはな っ て も武士 の魂 は けが さ ぬの意 を寄 せ た」(『農 業 開拓秘 録』 第

1篇P.166)。 この短歌 は,親 長夫 妻や 銃太 郎 夫妻 とそ の子 供 た ち の眠 る鈴木 家 之墓 の 「鈴木 家 略伝」 の 墓石

に も誌 され て いる(「 鈴木 銃太 郎 日記」p.13に 掲 載 され た写真 を参 照)。

(注19)こ の うち狐 の宝 珠 の 話 は広1頼に強 い 印象 を与 えた らし く,昭 禾・41年 に作 詞 した 「道 民 の うた ホ ー ム ソ ン
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グ」 の第 一 節 「むか しのむ か し お じい さん くまざ さ刈 って か や刈 って 開墾 小屋 を 建 て ま した きつ

ね が月 夜 に こんば ん は こん ばん は」 の最 後 の フ レー ズ はカ ネ の講演 か ら着 想 をえた と歌 詞 を解 説 した私 的

メモ に書 きの こ して いる。 「この狐 は昭 和10年 ころ(マ マ)帯 広 小 学校 で き いた話 に よる。 十勝 開拓 の草分 け

晩成 社 の三 幹部 の一 人渡 辺 勝氏 の夫 人 カネ 刀 自か ら聞 いた 話 であ る。 カネ 刀 自は 明治十 何 年(マ マ)か に横 浜

の共 立女 学校 で学 んだ イ ンテ リで,鳩 山薫 子 さん の様 に上 品な賢 婦人 で あった。 この70余 歳 の古老 の思 い出話

を帯 広 小学 校 の6年 生 の女 の子(マ マ)に して も らう ことを村 瀬校 長 に建 議 した のが容 れ られ た。 歯切 れ のよ

い東 京 弁 で 「開墾 小屋 の庭 先へ 狐 が あそ び に きて尾 毛 で宝 珠 の た まをつ くる のが 綺麗 で した よ 云 々」 とあ る。

渡辺 洪氏 の 「幼 少 の ころ祖母 が 聞か せて くれた 寝物 語 り」 を所 収 して いる 「とかち 奇談 」 に も この宝 珠 の話 は

載 って いる。 カネ に とって も印象 深 い思 い出で あ った ので あろ う。

(注20)三 田マサ 子 「異質 の血」(「ノンフ ィク シ ョン集 北海道 に生 きて」北 海道 新 聞社 昭和55年pp.78-79)に

は次 の よ うな一 節が あ る(傍 点筆 者)。 「チ ヨた ち姉弟 は,コ タ ンの娘 た ちか ら"お 前 な んか ヨ リ上 が り者 の血

統 の くせ に"と(P⑱ レうれ ζ ζ ζ揮 あ?準 ・.そ の単,.ま だ古 い コタ ≧で}ま"ヨ リ上 り者"と 言 って シ ャモ を馬
鹿 に して いた 。 アイ ヌの側 か ら差 別 出来 た時 代 もわず か な ぷ らあ った ので あ る」。rヨ リ上 り者」 とは,こ ん ぶ

や 流木 が ヨ レ ヨ レにな って浜 に打 ち 上げ られ る よ うに,東 北 の農 家 の二,三 男 や 食 いつ めた者 が 木 の葉 のよ う

な小舟 にの って 日高等 の浜 に打 ち上げ られた 者 を さす 。 引用文 中の姉 弟 の父 も(静 内の コタ ン の長老 の娘 と結

婚 す るの だが)明 治 は じめ に東北 か ら静 内 に移住 した シャモ で あ った。 明治 開拓 期 の初期 に,き わめ て短 期 間
で はあ った が,十 勝 ・日高 を問わず,ア イ ヌ主導 の時期 が あ った。

(注21)大 西信 武 「常 呂遺跡 の発 見」(講 談 社1972年)p.94

(注22)堀 内光 一一「軋 め く人 々 アイ ヌ」(新 泉 社1993年)所 収 の 「晩 成 社移 民 団 とコタ ンの人 び と」(pp .269-275)

を参 照。 山 田セ イ さん の願 いが曾 孫 によ って実 現 され る感動 的な 挿話 が紹 介 され て い る。

(注23)司 馬 遼 太 郎 「オ ホ ー ツ ク 街 道 」(朝 日文 庫1997年)pp .397-398

(注24)若 林 功 前掲 書p.170

(注25)加 藤重 「凛 と して 生 きる」 の第二 章 「共立 女学 校」 参照 。

(注26)「 芽 室 町八十 年史 」P.35

(注27)「 鈴 木銃 太郎 日記 」p.3。 この書 に序 文 を寄せ て いる 小室氏 は 「オ ベ リベ リには アイ ヌ人 よ り居な か
った のであ る

。 オ ベ リベ リ時代 の 日記 に は必ず とい って よ いほ ど毎 日ア イヌ 人 との交 流 が記 され て いる
。 そ の後 入居 した移住

民 も どれ 程 アイヌ 人 にたす け られ た ことか,異 口同音 に感謝 の言 葉 を述べ て いる」 と記 して い る
。

(注28)「 渡辺勝 ・カネ 日記」 帯広 社会 教育 叢書 第 七巻p .68

(注29)加 藤;重 前 掲書p.17

(注30)
広繊 育欝 第慰 雛 条譜 話は小鱗 氏によっても紹介されている・(「渡辺勝・カネ日記」帯

(注31)「 渡辺 家資料 」平 成6年2月7日 付 の書 簡

(注32)若 林功 前掲 書p.165

(注33)た とえば 上 笙一郎 「満蒙開拓青少犠 勇軍」(中公鰭 昭和48年)
,合 田一道 「夕陽と青春 満蒙開拓青少犠 勇軍

の記録」C骸 出版 昭和54年)参 照。なお,「渡辺家資料」によれ1弍 カネは 「賛美歌はときど

潔 奮 ユ 檎 揮 何時も団こした言葉は 『農は国の本なり』であり」・この言葉の墨蹟も保存されて

(注34)文 芸 評論 家 の菅野 昭正 氏 は・ 「明治初 年,北 海道 の青争内 に入植 した和 人 と,ア イ ヌ の人 々の努 力 と敗退」 をテー マ と した 池澤 夏 樹著 「青争かな 大地 」 の書 評 の 冒頭 で次
のよ うに述 べ て いる(Uヒ 海 道新 聞」2・。3年1。 月27

111瓢耀1響灘難 そ藩懲鷺慰 難鎌
時代 を生 きて いた か・ 歴史 はそ こまで 見 とどけ られ なC・.そ の こまか 嬢 を さ ぐる のは,小 説 の仕事 で あ る.(以下 略)」

・ 筆者 は両 民族 の 「喜怒 哀楽」 と 「こまか 壌 」 を考 察 す る ことも歴史 の顛 な 仕事 と考 えて い る
.
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広瀬 龍太 晩成社の渡辺 カネ とアイ ヌの人び と一昭和9年 の小学校講演 を中心に一

「付 説1」

小論 の 目的 は 「三幹 部」 お よび渡 辺 カネ の歴 史 的評価 には な いが,次 の 点 は指摘 してお いて もよか ろ う。 周知 のよ

う に,依 田勉 三 は伊 豆 屈指 の豪 農 依 田佐 二 平(晩 成 社 の大 口出 資者 で,明 治23年 にわ が 国最 初 の衆 議 院議 員 に も当

選)の 弟で,晩 成社 の副社 長 の任 にあ った。 勉三 は 明治25年 に兄 と同 じよ う に緑 綬褒 章,大 正6年 に本道 最初 の飾 版

を加授 された 。一 方,国 定 教科 書 の 「小学 国語 読本 巻 十一・」 に も十 勝 開拓 の指 導 者 と して 掲載 され,そ の功績 と名声

は全 国 に浸透 した。 また,昭 和16年6月22日 にお こなわ れ た依 田勉 三 の銅像 の 除幕 式 の模 様は,帯 広 放 送局 の マイ

ク を通 して1時 間 半 にわ た って全 国 に放送 され た。 この 時,井 野碩 也農 林大 臣 は祝辞 の なかで 次 のよ うに述 べて いる・

「今や 祖 国未曾 有 の聖戦 完遂 に 当 り,食 糧 の生産 確保 に益 々 飛躍進 展 を希求 せ らる る時機 に際 し,君 が本 道 開拓 の

先 覚 と して の偉業 を偲 び,そ の功 績 を永 く後 世 に伝 えん がた め,こ こに銅 像 の建 設 を見 た るは,蓋 し機 宣 を得 た る

も の とい うべ く,世 道 人心 の 作与 に資す る と ころ少 なか らざ るべ し。一 言 以 って 祝辞 とす」(萩 原 実 「十勝 開 拓史

話 」(道 南歴 史研 究 協 議会 昭和39年)所 収 の 『依 田 勉三 翁 銅像 除 幕式 の記』 お よび 『依 田翁 の 開拓 創業 を偲 ぶ 』

を参 照)

日米 開 戦 を前 に,農 業十 勝 ・畜 産十 勝 の 「飛 躍進 展 が希 求」 され る とき に銅 像 が建 立 され たわ けで あ る。他 方,勉

三 は 高倉 新一 郎 の著作 「北 の先覚 」(北 日本社 昭和22年)に と りあげ られ た36名 のな か に加 え られ て いな か った。

堂 垣 内 尚弘元 北海 道 知事 は これ にた い して この書 の 改訂 版(昭 和62年 製 作 ・北海 道 神宮 末社 開拓 神 社御 鎮座50年 記

念大祭 実行 委 員会)に37番 目の 先覚者 と して勉 三 をいれ る ことを望み,高 倉氏 に追 加執 筆 を依頼 して その願 い をか な

え て いる(詳 し くは 「高倉 新 一 郎著 作 集 」第4巻 の 月報(1997年),堂 垣 内尚 弘 「『北 の 先覚 』 改訂 版 に思 う」 を参

照)。

誤 解 を恐 れず に言 えば,「 勉 三 人気」 あ る いは 「勉 三 神話 」 は小 説(池 田得 太郎 の 「開拓 者 依 田勉 三」,松 山善 三

「依 田勉 三 の 生涯」)や 映画(「 新 しい風 ～ フ ロ ンテ ィア ドリー ム ～」 は2003年 か ら制作 中)に よ って も増 幅 されて い

る。

勉 三 に次 いで知 名度 の高 い(業 績 で1まな い)人 物 は渡 辺 カネ であ る・ 前述 の 「開拓 功 労者 集録 」や 「ひ らけゆ く大

地」(r開 拓 につ くした 人び と3』 北海 道総 務部 文 書課 編集1965年)の よ うな官 製 の 出版物 に も啓蒙 書 ●児童 書 の

な簾 説 艦 叢 総 騰 着
科事典(たとえば 「日本大百科全書」や 「北海道大百科事典」)には記載

されず,搬 書 に もと りあげ られ る こ とは稀 で ある.し か し,勝 カ ネ夫 妻 の孫 にあ た る渡辺 洪(ひ ろ し)氏 は生 前

灘灘 難 黙撮講哲響儲熱繍 鷲竺講呆繍 熟 懸
房で鯉翻 讐獅凝㌫潔 欝 も賭 縣 鴛 贈糊 難羅 竪鶴
姿 が見 出 され つ つあ る。

「灘 素
の生涯や業績に関する参考文献1こついては灘 さを避けるために日召和5・年ころをさかいに(1)と(H)に難 雛

懸 鑓灘労翻 纏 難慰購1

無響撫雛講鞍灘灘欝髄灘孫
許 磁 繍 繍 下;欝 鷲 輪 召和15年)(小論では「農業開拓秘録」と田各記する)

糠蕪灘獺轍繕撚獣蒲難灘讐羅1欝1
なお,こ の とき新 た に第 三篇 が 出版 された 。以 上 をま とめ る と,

1講 灘纒i騰鰹 麟懸 鍵 羅蓋灘 郎麗麟 夷1す編ぼ「蕩髭
群 別,改 変 」 され清 少 年 に も読 者層 をひ ろげ る こ とが で きるよ う にな った・

諜 諜雛 難鞭 翻 灘麟鼎擢撫謄繍纈諜論悌
二篇所収)は 読者に感動を越えて戦慎をさえ感じさせるほどの迫真性に富んでいる・
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晩 成社 お よび カ ネ につ いて は,上 掲書 の(a),(c)の 第 一・篇(d)の2に そ の記 載が あ り,カ ネ か らの 聞き 取 りは(a)

と(c)では 「晩成 社後 聞記 」,(d)で は 「晩成社 老女 物語 」 のタイ トル がつ け られて い る。 カ ネ に関す る後年 の記 述 の

多 くは若 林氏 に拠 って いる ので,あ えて多 くの紙 面 を割 いた。

(H)昭 和50年 以降 の出版 物 につ いて は,「 音更 町史」(昭 和55年),「 芽 室 町八十 年史 」(昭 和57年),「 帯広 市史」

(昭和59年)等 の市 町村 史 のほ か,一 般 書 も含 める と主 な もの と して下 記 の書物 が あげ られ よ う。 あわせ て 若干

の解説 を付 してお く。

・A .S.ラ ン ドー 著,戸 田 祐 子 訳 「エ ゾ 地 一一周 ひ と り 旅 」(未 来 社1985年)。 原 著 は,A.H.SavageLandor,"Alone

withtheHairyAinu"(London,1893.復 刻 版 はNewYork,1970).こ の 書 の 第7章(原 著pp.50-67 ,訳 書76-99頁)

に,イ ギ リス 人 ラ ン ドー の 渡 辺 夫 妻 宅 に お け る訪 問 記 が 記 さ れ て い る 。 た だ し,訳 書 の98-99ペ ー ジ の 訳 注2の

渡 辺 勝 の 没 年 と カ ネ の 渡 道 し た 年 代 は 誤 っ て い る 。 ま た 「渡 辺 勝 ・カ ネ 日記 」 の 引 用 に も 一一部 誤 記 が あ る 。

・渡 辺洪 「とかち奇 談」
,「続 ・とか ち奇談」(辛 夷発 行所 昭和54・56年)。 祖 母 のカネ か ら聞 いた寝物 語 も所収 さ

れ て いる。

・加藤 重 「凛 として生 きる 一渡辺 カネ ・高 田敏 子 ・坂 本 真琴 の生涯 一」(晩 聲社1996年)
。 著 者の加 藤女 史 は東京 女

子大 学 を卒業 後,カ ネ の母 校横 浜共 立学 園の 教諭 をつ とめ た。 「凛 と して 生 きる」 はキ リス ト教 的側面 か らカ ネの

生涯 を照 射 した カネ の初 の本格 的伝 記 といえ よ う。

・「北 へ…異 色人 物伝」(北 海道 新 聞社2001年)
。 なお,こ の書 の姉 妹篇 「続 北へ …異色 人物 伝」(北 海道新 聞 社2001

年)の 中 に,渡 辺 カ ネの共 立女 学校(横 浜)時 代 の校長 で あ ったル イー ズ ・H・ ピ アソ ン(1832-1899)と 北見市

等で 布教 活動 を した アイ ダ ・G・ ピア ソ ン(1862-1937)の 二 人 を同一 人物 視 す る とい う誤 りがあ る(p .307)。 し

たが って,同 書 の 「異色 人物 相 関図」(p.305)も 訂 正 されな ければ な らな い。
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